
普 及 項 目 漁場環境 

漁 業 種 類 等 しじみがい漁業 

対 象 魚 類 ヤマトシジミ 

対 象 海 域 日本海北部海域 

ヤマトシジミ浮遊幼生調査及び環境調査指導 

北海道留萌振興局 

留萌地区水産技術普及指導所（野間田 元） 

【背景・目的・目標（指標）】 

 北るもい漁協天塩支所のヤマトシジミ（以下、シジミ）は、パンケ沼、天塩川下流域及

びサロベツ川が漁場となっている。このうちパンケ沼の漁獲量は、昭和 60 年のピーク時に

524 トンあったが、平成 25 年には５トンにまで減少し、翌年から３カ年休漁となった（図

１）。パンケ沼の資源減少が顕著となった平成 13 年には、天塩町が「天塩しじみ資源環境

対策委員会（現、天塩しじみ回復会議）」を組織した。この組織には漁業者、漁協、行政及

び環境調査会社が招聘され、各機関が調査等の役割分担を行い、資源減少要因の究明と資

源回復に向けた検討を行っている。 

この組織において、指導所はパンケ沼のシジミ産卵条件を解明することを目的に活動し

た。 

【普及の内容・特徴】 

 シジミの産卵期を含む６月下旬から９月上旬にかけて、毎週、パンケ沼とサロベツ川で

浮遊幼生（以下、幼生）調査と水温、塩分観測を、漁協、町及び（公社）北海道栽培漁業振

興公社の協力で実施した（図２、写真１）。プランクトンネットで採集した検体は、幼生を

選別（写真２）、計数し、水１㎥当たりの出現数に換算した。調査結果は、調査日ごと速報

にまとめ、調査実施機関と共有した（図３）。また、天塩しじみ回復会議では、その年の調

査結果と併せ、過去資料の整理により考えられたシジミの産卵条件を説明した。 
【成果・活用】 

幼生出現時の水温と塩分の平均値は、出現数が多い年の方が少ない年に比べて高く、塩

分範囲が広い特徴があった（表、図４）。これは、シジミの産卵には、塩分が重要な役割

を果たしていることを示している。パンケ沼近くのアメダスデータと合わせ見ると、降水

量とパンケ沼の塩分及び幼生出現数は、相反していたことからも塩分の重要性を確認でき

た（図５）。関係機関が実施した調査結果は、令和７年度に報告書としてまとめられ、漁

業者に説明された。漁業者からは、「沼口及びサロベツ川と天塩川の合流点で砂泥の堆積

を確認しており、これが塩水遡上を阻んでいるのではないか」といった指摘があった。 

【達成度自己評価】 

４ 目標（指標）はほぼ達成できた（76～100％） 

【その他】 

 パンケ沼は覆砂で底質改善し、移殖したシジミの生残率を高める効果をあげている。し

かし、パンケ沼は夏季に貧酸素、秋季には低塩分という問題があり、着底稚貝の生残が悪

い状況にある。今後もこれらの問題解決に向けて、持ち寄った調査結果をもとに関係機関

で改善策を検討して行く。 



 
図１ パンケ沼と天塩川の漁獲量及びパンケ沼推定資源量の推移 

 

 
図２ シジミ浮遊幼生調査点       写真１ 浮遊幼生調査 

 

 

写真２ シジミ浮遊幼生 

 

 

 

 

 

図３ 浮遊幼生調査結果速報 
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表 幼生出現時の水温・塩分 

（最高、最低の平均値） 

 

〇出現数が多い年の特徴（2021 年） 

 

 

〇出現数が少ない年の特徴（2023 年） 

 

※ 降水量は、調査地点に近い豊富観測点におけるアメダスデータから、日合計降水量をグラフに使用 

※ 塩分は、パンケ沼３調査点底層の平均値。浮遊幼生出現数は、パンケ沼３調査点の平均値 

 

図５ 降水量とパンケ沼塩分、浮遊幼生出現数の関係 

多い年 少ない年

最高水温 24.8℃ 23.1℃

最低水温 19.8℃ 19.1℃

最高塩分 10.0PSU 4.0PSU

最低塩分 2.3PSU 1.9PSU

調査期間を通して降水量が少なく、沼内

の塩分が高く維持されたため、長期間に

渡って浮遊幼生が出現した。 

調査期間前半は、降水量が少なく沼内

の塩分が高かったため、浮遊幼生が出

現した。 

７月下旬からは、降水量が増えて塩分

が低下し、浮遊幼生が確認出来なくな

った。 

結果、浮遊幼生の出現期間が短かい。 

図４ 幼生出現数が多い年と少ない年の水温・塩分比較 

ここでは「出現数が多い年」、「少な

い年」を、次のとおり定義する。 

 

※多い年 
 累積出現数が過去平均（4.4 万 

個）以上の年 

※少ない年 
 累積出現数が１万個未満の年 


